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後期を迎える皆さんへ ―学びを楽しむためにー 

 

                    基幹教育センター センター長  江藤 徹二郎 

 

新年度が始まってから、早くも 5 か月が経ちました。新入生の皆さんにとっては、新しい友人との出会いや、

サークル・アルバイトなど、これまでとは異なる生活に戸惑いながらも、多くの経験を積んできたことでしょう。

大学での講義については、高校までとは違う内容に最初は戸惑いながらも、担任の先生や先輩の助言を受け、試

行錯誤を重ねて単位を修得し、「やっとここまで来た」という実感を得た人もいるかもしれません。今は夏休みの

期間です。大学生ならではの長期休暇を活用して、旅行や読書、新しい挑戦など、自分の興味を広げたり、心身

をリフレッシュさせたりしてみてください。 

 そして 9月 24 日から、いよいよ後期が始まります。前期を経て大学生活の流れに慣れた皆さんの中には、「こ

の調子で講義に出て単位を取ればよい」と思っている人もいるかもしれません。けれども、ぜひ立ち止まって考

えてみてください。 

「なぜこの科目を学ぶのか」 

「他の学びとどうつながるのか」 

「将来の自分とどのように関わるのか」 

こうした問いを意識すると、ただ単位を取るための学びから、自分にとって意味のある“学修”へと変わって

いきます。学びが義務から喜びへと変わるとき、大学生活はより豊かで充実したものになるでしょう。基幹教育

センターでは、学修のサポートはもちろん、人生経験豊かなスタッフが皆さんを待っています。学びの相談はも

ちろん、ちょっとした雑談でも構いません。どうぞ気軽に訪ねてください。後期が、皆さんにとって新しい発見

と成長に満ちた時間となることを願っています。 

Student Assistant（SA）が活躍しています！ 
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基幹教育センターでは、各学科の上級生の先輩が曜日ごとに

待機して、皆さんからの質問に対応しています。 

数学・物理の基礎科目はもちろん、専門科目の質問、または 

課題レポートの書き方や、試験対策の相談なども可能です。 

 先生とは違う別の視点から、先輩ならではのアドバイスを 

受けることができると、学生の皆さんからの評判も上々です。 

 もちろん、先輩の指導だけでなく、専任講師陣も従来通り万

全の体制でサポートします。 

 「まだセンターに来たことがない」、「先生よりも先輩のほう

に気軽に質問してみたい」など、少しでも興味がある方は、ど

うぞご遠慮なくセンターに足を運んで見てください！ 
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授業のサポートにも入っています！ 

基幹教育センターでは専用の LINE を開設し、皆さんの質問を 

受け付けています。 

以下の URL を入力するか、右の QR コードを読み取って下さい。 

 

https://lin.ee/2wtT9AWRs 

 
 

指導の予約方法 

① Moodle から予約 

久留米工業大学「Moodle」にアクセスし「コースカテゴリ」の「基幹教育センター」を選んで下さい。

【基幹教育センター/ラーニング・コモンズ予約状況】の項目の下に『基幹教育センター/ラーニング・コ

モンズの予約はこちらから』と記載があります。ここから希望日時等を入力してください。 

 

② LINE から予約 

基幹教育センター専用ラインを登録し、希望日時をお知らせ下さい。以下の URL を入力するか、裏面

記載の QR コードを読み取って下さい。LINE からの質問も受け付けています。 

基幹教育センターLINE    https://lin.ee/2wtT9AWRs 

③ LC に来て予約 

実際にセンターに来て、在室スタッフに希望日時を伝えてください。 

 センターでは、先生方のご要望に応じて、授業のサポートも行っています！ 

令和 7 年度前期は、松本先生の『構造解析学』の授業に入り、学生の皆さんの席の間を回って、わからない

ところでつまずいていないかを聞き取りながら、声掛けを行いました。 

 授業の進行中は、先生になかなか質問しづらいかもしれません。そんなときでも、側に回ってきた講師陣

には「ここを教えてほしい」と直接聞いてくれる学生が多くいました。 

 今度もこの取り組みを続けながら、皆さんの「わからない」をサポートしていきたいと考えています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


